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ピア関係の設定（ ONTAP 9.3 以降）

ピア関係で定義されるネットワーク接続により、クラスタ間および SVM 間でデータを
セキュアにやり取りすることができます。ONTAP 9.3 以降では、 ONTAP 9.7 までの間
で、 ONTAP の System Manager の _classic_interface を使用して、クラスタ間および
SVM 間のピア関係を簡単に設定できます。

クラスタ間 LIF の作成（ ONTAP 9.3 以降）

ONTAP 9.3 以降では、 ONTAP 9.7 までの間、 ONTAP System Manager の
_classic_interface を使用してクラスタ間論理インターフェイス（ LIF ）を作成し、その
インタークラスタネットワークがノードと通信できるようにします。クラスタ間 LIF

は、ピア関係を作成する各クラスタの各ノードで、ピアリングに使用する各 IPspace 内
に作成する必要があります。

このタスクについて

たとえば、 4 ノードクラスタを IPspace A 上でクラスタ X とピアリングし、 IPspace Y 上でクラスタ Y とピ
アリングする場合、合計 8 個のクラスタ間 LIF が必要です。 IPspace A に 4 つ（ノードごとに 1 つ）、
IPspace Y に 4 つ（ノードごとに 1 つ）。

この手順は、ピア関係を作成する両方のクラスタで実行する必要があります。

手順

1. [ * Configuration * ] > [* Advanced Cluster Setup* ] をクリックします。

2. [ 高度なクラスタ機能の設定 ] ウィンドウで、 [ クラスタピアリング *] オプションの横にある [ Proceed]

をクリックします。

3. IPspace * リストから IPspace を選択します。

4. 各ノードの IP アドレス、ポート、ネットワークマスク、およびゲートウェイの詳細を入力します。

5. [Submit and Continue] をクリックします。

次に何をするか

クラスタピアリングを続行するには、クラスタピアリングウィンドウでクラスタの詳細を入力する必要があり
ます。
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クラスタピア関係を作成する（ ONTAP 9.3 以降）

ONTAP 9.3 以降では、 ONTAP 9.7 までの間、 ONTAP の System Manager の
_classic_interface を使用して、 2 つのクラスタ間にクラスタピア関係を作成できます。
そのためには、システム生成のパスフレーズと、リモートクラスタのクラスタ間 LIF の
IP アドレスを指定します。

このタスクについて

ONTAP 9.6 以降では、新しく作成されるすべてのクラスタピア関係で、クラスタピアリングの暗号化がデフ
ォルトで有効になります。ONTAP 9.6 にアップグレードする前に作成されたピア関係については、クラスタ
ピアリングの暗号化を手動で有効にする必要があります。ONTAP 9.5 以前を実行しているクラスタでは、ク
ラスタピアリングの暗号化を使用できません。したがって、クラスタピアリングの暗号化を有効にするには、
ピア関係の両方のクラスタが ONTAP 9.6 を実行している必要があります。

クラスタピアリングの暗号化は、 Transport Security Layer （ TLS ）を使用して、 FlexCache や ONTAP な
どの 機能用のクラスタ間ピアリング通信を保護します。

手順

1. 「 * ターゲットクラスタのクラスタ間 LIF IP アドレス」フィールドに、リモートクラスタのクラスタ間
LIF の IP アドレスを入力します。

2.  リモートクラスタからパスフレーズを生成します。

a. リモートクラスタの管理アドレスを指定します。

b. 管理 URL * をクリックして、リモートクラスタで ONTAP システムマネージャを起動します。

c. リモートクラスタにログインします。

d. [* クラスタピア * ] ウィンドウで、 [* ピアリングパスフレーズの生成 ] をクリックします。

e. IPspace 、パスフレーズの有効期限、および SVM 権限を選択します。

すべての SVM または選択した SVM でピアリングを許可できます。SVM ピア要求が生成されると、
許可した SVM とソース SVM の間に自動的にピア関係が確立され、リモート SVM からピア関係を承
認する必要はありません。

f. [* 生成（ Generate ） ] をクリックする。

パスフレーズの情報が表示されます。

2



a. パスフレーズの詳細をコピー * または * E メールパスフレーズの詳細を E メールで送信 * をクリック
します。

b. [ 完了（ Done ） ] をクリックします。

3. ソースクラスタで、で生成したパスフレーズを入力します ステップ2。

4. [* クラスタピアリングの開始 * ] をクリックします。

クラスタピア関係が作成されました。

5. [* Continue （続行） ] をクリックします

次に何をするか

ピアリングプロセスを続行するには、 SVM ピアリングウィンドウで SVM の詳細を指定する必要がありま
す。

SVM ピア関係を作成

ONTAP 9.3 以降では、 ONTAP 9.7 までの間、 ONTAP の System Manager の
_classic_interface を使用して SVM ピア関係を作成できます。Storage Virtual Machine

（ SVM ）ピアリングでは、データ保護のために 2 つの SVM 間のピア関係を確立できま
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す。

手順

1. イニシエータ SVM を選択します。

2. 許可される SVM のリストからターゲット SVM を選択します。

3. * SVM ピアリングの開始 * をクリックします。

4. [* Continue （続行） ] をクリックします

次に何をするか

クラスタ間 LIF 、クラスタピア関係、および SVM ピア関係は、概要ウィンドウで確認できます。
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